
 

 

 

 

 

 

●キッカケは、双子の息子たち 

 平成４年７月。私は双子の息子を出産しました。彼らは生ま

れながらに障がいを抱え、一人は知的障がいと身体障がい、も

う一人は脳性まひと重度の身体障がいというハンディキャップ

を背負う運命となりました。 

 そして私は、彼らを育ててゆく中で、社会に対する様々な疑

問や問題意識を感じるようになりました。 

 代表理事 小野寺 美厚 

 

●当時の気仙沼市の社会的背景 

●老人福祉の充実に比べ、身体・知的・精神障がい者に対する

サポートは、平成１８年に「障害者自立支援法」が施行される

まで未整備で、特に、知的・身体障がい児においては、幼児期

に通う母子通所施設しかなく、学齢期の放課後支援や、余暇支

援などは無かった。  

●親の会でつくろうという動きはあったが、場所や人材、資金

の問題で進展せず、親の会での限界を感じた。 

 

会費で運営するボランティア組織ではなく、 

『お金を払ってサービスを受ける経営型の展開が望ましい』と実感。 

 

●課題解決に向けて、私が掲げたミッション 

●養護（現支援）学校を卒業し、すぐに社会に飛び出す 構造で、良い

のだろうかという疑問。  

●「障がいがあっても、普通の環境で育てる」と決めていた私は、こ

のずさんな福祉の環境に子どもたちを置くわけにはいかないと考え、

行動を開始した。  

「親として、彼らに残すのは財産ではなく環境」だ！ 



 

 

そして、次なるステージへ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●平成１９年４月  最大の転機「みやぎＮＰＯ夢ファンド」  

・３年間で総額３００万円の助成。  

・助成１年目、法人設立へ向け専従の有給スタッフを配置。  

 ・ＮＰＯ中間支援組からの経営アドバイスも大きく影響。  

●平成２０年１月  法人格を取得 

 ・特定非営利活動法人ネットワークオレンジ 設立  

（同時に“粋”撤退）  

 ・同年３月に店舗移転「八日町オレンジ」開所  

 ・『地域塾』への制度導入（児童デイサービス）  

 ・就労体験を自主事業で開始  

 ・スタッフ３人体制となり給料も捻出。その後尐しずつ増員。  

●平成２２年～  現在に至る 

 ・３月 児童デイ専門事業所『南町オレンジ』開所  

 ・４月 『けせんぬまの駄菓子屋さん・ぽっかぽか堂』開店  

 ・４月 『みやぎまちづくり情報ひろば』開設  

 ・８月 『地域活動支援センター』認可取得  

 

 

 

 

 

 

 

 

●お金の動きと事業内容の推移 



 

 

●平成１８年３月～  障がい者の日中活動サポート事業『地域塾』開始 

・障がい児・者の母親らから相談を受け、ニーズを実感。  

 ・はじめはスタッフ２名、利用者６名からのスタート。  

 ・１日１０００円の利用料。 

・１年間で累計約３００名程度の利用  

 ・創作活動や季節行事の開催、工作などが中心。  

 

 

 

母子の分離をはかり、地域の中で療育を実践す

るサービスは、気仙沼市で初めての試み。 

 

 

 

 

 

●イベント主催や、地域イベントへの参加も積極的に行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在の『地域塾』の基礎となる。 



 

 

●まず始めたのは、フリマ出店で資金づくり。  

 ・仲間ら３人と共に行動開始！  

 ・こども達と一緒にビーズアクセサリーなどを製作。  

 ・市内外のフリマに、手当たりしだい出店。  

 ・１年間で約３０万円を貯め、設立資金に。 

 経営の基本を、体で学ぶ！  

 

●平成１５年１月  団体設立 

・『知的障がい者の社会参加支援ネットワークオレンジ』設立  

・地元農家の協力をもらい、畑を借りて野菜づくり  

・牛乳パックを紙すきして作ったサンクスカードづくり  

・手作りの紙芝居で、老人ホームへ慰問上演  

・仲間うちでクリスマス会  

 

 

 

●平成１６年７月～ まちづくり団体と出会い、駄菓子屋を始める。 

（『なつかしの駄菓子屋 粋』共同運営 ） 
 ・空き店舗を活用し、活動拠点を確保  

 ・懐かしさと、癒しの空間として近所で話題に  

 ・地域のコミュニティとして評判の店となる  

 ・ＴＶ取材もあり、知名度は向上  

 ・駄菓子屋は、障がい者の就労体験にピッタリ。  

 ・養護学校から実習生も。 

 社会資源を有効活用！ 

 

 

 

 

 

 

 

口コミで噂が広がり、学生ボランティアが集まる場所になっていった。  


